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十字架に絡まる蔦は、救いの木に 

支えられる私たちの弱さのシンボルです。 

 

祈り－沈黙における神との交わり－ 

日々の祈りの中で、 

み言葉を深く 

味わい、 

聖体に養われ、  

神への信頼を 

出来事や 

出会いを通して 

現していきます。 

祈りを通して 

キリストに似たものへと 

変えられていきます。 

 

   私たちの共同体生活  

     －質朴・喜び・温かさ－ 

  

  愛する姉妹たち、 

互いに愛し合いなさい 

一つの心一つの魂となってください 

           （ﾒｰﾙ･ﾌﾞﾙｲｴｰﾙの言葉） 

あわれみ深い父なる神の 

愛にすべてを捧げて 

 

 

 

 

 

 

           

      私が病気だった時 

あなた方は見舞ってくれた。 

私は、弱い者の支えである。 

 

私たちは十字架の苦しみを通して 

イエス・キリストのうちに 

父なる神の慈しみを表そうと決意します。 

生涯にわたり、貧しい人々に 

神の愛を輝かせます。 

              

 

                                               

 


